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	森を活かす、未来を拓く。
	もり　　          ぎょう
	〜 地域の森林を活用して業を営む、最初の一歩を踏み出そう 〜
	参加
	無料

	10/30
	13:00-16:00（開場12:30）
	会場：三重県総合文化センター
	生涯学習棟2階 視聴覚室
	基調講演
	事例紹介
	059-325-6386
	info@eccom.jp


	タイムスケジュール
	13:00 - 13:10
	開会挨拶・趣旨説明
	13:10 - 13:40
	基調講演　『森をくまなく活かす「森業」』
	藤代 和成 氏（林野庁 森林利用課 森業振興室 森林空間利用専門官）

	13:40 - 14:25
	事例紹介①　『「ワンコ×森」独自のフィールド活用と森のファンづくり』
	小田 明 氏（Wans Laugh 代表）
	小田 明
	PROFILE


	14:25 - 14:35
	休憩

	14:35 - 15:20
	事例紹介②　『多様なステークホルダーを巻き込む共創型ビジネス』
	奥川 季花 氏（株式会社ソマノベース 代表取締役）
	「土砂災害による人的被害をゼロにする」というビジョンのもと、林業と他業界をつなぐ事業がどのように生まれたのか。行政・企業・地域住民という多様なステークホルダーを、どのように共創の輪へ巻き込んできたのか。「戻り苗（MODRINAE）」や企業向け森林研修など、具体的な事業を通じてそのプロセスと今後の展望をお話しいただきます。

	奥川 季花
	PROFILE


	15:20 - 16:00
	質疑応答

	相談窓口も開設しています

	みえの「森業」起業支援窓口とは
	三重県内の森を活かした仕事や事業にチャレンジしたい方、
	すでに活動している方を対象に、事業づくりの相談から、
	地域とのネットワークづくりまで幅広くサポートする相談窓口です。


